
 
 
 

 

 

 

☆「らぼら」とは、ラボ（研究所）とボラ（ボランティア）をつなげた造語です。 

 令和 ４年 ４月号 

発行 社会福祉法人綾瀬市社会福祉協議会 

編集 あやせボランティアセンター 

綾瀬市深谷中４－７－１０ 保健福祉プラザ 

電話 ７０－３２１０  ＦＡＸ ７９-１８１２ 

 

 

 

 

ウィメンズジャパニーズクラス 
 ウィメンズ ジャパニーズ クラス は毎週土曜

日３時から５時に中央公民館で日本語教室を開

催しています。 

 対象者は女性で宗教的理由やその他の理由に

より男性のいる場所で勉強できない方に特化し

た教室です。ボランティアも女性のみで活動し

ています。女性であれば理由があるなしに関わ

らず参加することができます。 

 ボランティアはいつでも募集中です。特別な

技術や言語は必要ありません。「外国の方のお

手伝いがしたい」その気持ちがあれば充分で

す。ボランティアは外国の方も大歓迎です。 

  綾瀬国際交流の会が厚生労働大臣表彰を受賞 

  綾瀬国際交流の会が、長年にわたる福祉分野のボランティア活動の

功績が認められ、厚生労働大臣表彰を受賞しました。 

  団体ボランティア活動紹介 

要約筆記サークルあやせ 
 要約筆記とは、話の内容をその場で文字にして伝

える情報保障の手段のひとつです。耳が聞こえない

人も、聞こえにくい人も社会参加ができるように、

医療機関の受診や会議、講演会などの場に一緒に行

き、音声情報を文字にして伝えます。 

 サークルでは月に２回集まり、情報交換や実技練

習をして技術を磨いています。まだ新しいサークル

ですが、今年度からは要約筆記のボランティア活動

を本格的に始動させます。利用してみたいと思われ

た方は、ぜひご連絡ください。 



あやせボランティアセンター  TEL 70-3210 Fax 79-1812  

                  MAIL ayase-vc@ayase-shakyo.or.jp 

 令和４年１月１７日（月）より、現金での保険料払い込みの際、取扱い手

数料が１１０円発生する旨、ゆうちょ銀行より通知がありましたのでお知ら

せいたします。ご承知おきください。 

 

 

コロナ禍におけるボランティア活動の紹介 

ボランティア行事用保険の払込みに関して 

 

 令和４年１月２０日から１月２４日まで、市役所にお

いて、綾瀬市特別支援学級作品展「ふれあいのびのび作

品展」が開催されました。新型コロナウィルス感染症が

拡大する中ではありますが、開催期間中は午前と午後に

分かれてそれぞれ１名ずつ受付のボランティアにご協力

いただきました。ご協力いただきました皆様、ありがと

うございました。 

 コロナ禍において、福祉施設では消毒等に使用する雑巾が不

足しております。そこでボランティアセンターでは、雑巾の作

成にご協力くださるボランティアさんを募集しています。 

 タオルと縫い糸はボランティアセンターでご用意しておりま

すので、お気軽にご連絡ください。 

登録ボランティア研修会を実施しました 

 令和３年度「登録ボランティア研修会」を

開催いたしました。『パラスポーツの魅力に

ついて』というテーマのもと、講師にブライ

ンドサッカーチームのスタッフの方をお招き

して、講義とミニ体験を行いました。 


